
（学校の写真） 

令和６年度 未来の「ふるさと松山」創造事業 

 

【久米中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜第１学年：仕事語り部講座＞ 

 本校では毎年、１年生を対象に「仕事語り部講座」 

を実施しています。久米公民館からの紹介を受けて、 

地域の方々を中心に、様々な職業の方々に講師を務め 

ていただき、働くことの喜びや苦労を語っていただき 

ます。 

 今年度も 21講座 22人の講師の方々にご協力いただ 

き、調理の実演やイラスト作成の体験などを交えて、 

それぞれの職業について、分かりやすく教えていただ 

きました。生徒たちは自分が関心のある職業について 

真剣に話を聞き、将来について考えを深めることがで 

きました。この体験だけではなく、事前・事後の学習を含めて、働くことへの関心を

高め、２年生で行われる職場体験学習につながる活動となっています。 

 

＜第３学年：地域の未来を考えよう＞ 

 ３年生は、「地域の未来を考えよう」というテーマ 

のもと、より良い地域社会を作るための課題や自分と 

の関わり、自分にできることについて考える活動を行 

いました。その際、大切にしたのは、SDGs（持続可能 

な開発目標）の観点です。松山市エコリーダーや JICA 

国際協力推進員の方々の話を聞いたり、新聞記事の切 

り抜きを集める活動を行ったりして、それぞれが自分 

の深めたい観点を絞り、班を編成して調べていきまし 

た。その成果は、ICTを活用して発表し合い、自分た 

ちにできることを共有し合いました。 

また、地域の未来を考える上では、福祉の充実が重要であることから、車いす、手

話、点字、高齢者疑似体験の中から生徒の希望に応じて、それぞれ福祉体験活動を行

いました。こうした活動を通じて、人間の尊厳を守る福祉の大切さを実感する姿が見

られました。 

  

 

 

 

 


